


くら1を合い富素に′

黒崎地区自治振興会 (14自治会)は
「防災・防犯の決め手は自助・共助 !

安全で安心な街づ<りが私たちの合い言葉」

を標語に掲げて、地区社協と “車の両輪"のような関

係で活動しています。この、私たちが「安全で安心な

街づ<り」を目指す理由は、住民が安心して暮らせな

ければ家庭の団彙もなく、住民間のコミユニケーショ

ンも図れないという考え方に立脚しています。

そのような考え方をベースに、当地区が実践してい

る主な活動は

0「安全パ トロール」活動で児童の登下校時の安全を確保する

○「自主防災会」主催の防災訓練や防災研修の実施

egsn―r殷
…

○「<ろさき花街道クラフ」の、交通安全に寄与する路側帯美化活動

といったものですが、この活動の中でも平成18年 4月、市内で一番に結成した安全パトロール隊

(隊員70名)の活動では、おじいちゃん・おばあちゃん隊員たちによる毎日の登下校時の “健康

ウォーキング"を兼ねたパトロールに対して、児童たちの惑想文の中で、感謝する心の芽生えが感

じ取れるなど、私たちが投じた一石が二鳥 。三鳥の成果を挙げていると確信しています。なお、こ

のパトロール活動が高く評価され、昨年 12月、徳島県知事表彰を受賞したことで、隊員の士気が
一層高まつているところです。

このほか、花街道クラプのメンノヽ―による、黒崎バイパス路側帯に季節の花を植え付ける活動は、
単なる環境美化にとどまらず、自動車運転中のトライパーの心を和ませることで交通安全に寄与す
ると同時に、住民の結東力の強さを誇示する、つまり見方を変えれば間接的ではあるが防犯にも役
立っていると思います。

最後に、第二の人生で余暇のある方々に、その余力を、安全で安心な住みよい郷土・鴫門市とす
るために捧げることを呼び掛ける次第です。

地域福社に役立ててくださら1

鴫P3市社会福祉協議会の善意銀行は「小さな
親切運動」鴫Pヨ支部から預託を受けた車イス5
台を、NPO法人 ふれあい福祉の会山びこへる
ぷ、NPO法人 地域交流の会コスモスはうす、
鴫P5市立図書館へ払い出ししました。
2月 23日、鴫門市社会福祉協議会で贈塁式

があり、協議会会長が各代表者に車イスを手渡
しました。

黒崎地区自治振興会会長 村上 菊雄

贈 00マ ッチングフェア」が開催され、ボラ
ンティア団体や NPO法人が開設したプース
にた<さんの来場者が訪れていました。

ぁ源黎3磐1し
たノ1ネルの展示は27日ま下



: N,PO法人 ぼてとくらぶ   ―   :
NPO法人 ぽてとくらぶ理夢長 都築 一雄

:       「地域活動支援センター」 三

平成5年 6月、「小規模作業所ぼてと<らぶ」を設立、

わかめ家族会が開所し運営する。平成 18年 10月 1日、

「特定非営利活動法人ぼてと<ら lSi」 設立。 回復途上に

ある在宅の精神障がい者を対象に、心身の健康に配慮しな

がら、活動の場を提供し、ハンガーの組立加工等を通して

職業能力を高め就労準備をするとともに、妙見山/AN園の花

菫管理等の社会参加活動により社会性を身につけ、精神障

がい者の社会復帰に寄与することを目的としています。

【事業内容】

① ハンガーの組立力0工等の作業を通して職業能力を高め就労準備をする。

② 電気部品の組立加工技術の習得により社会適用能力を養成し社会復帰を促進する。

③ 公園花遭管理等の社会参加活動により社会性を身につける。

④ リト句・俳画・吟行等の創作活動により表現力を賛成する。

⑤ 調理実習・レク等ボランティアとの交流活動により協調性や親和性を養成する。

「グループ活動」囲碁・将棋・パソコン・調理など趣味的なものも楽しく習得できます。

「学習会」日常生活や人間関係、仕事、病気、薬など利用者が困つていることや興味のあることを

取り上げます。「各種ミーティング」当センターの運営に必要なことを決めたり、行事やレクリエ

ーション、旅行の計画を立てるためのミーティングをしています。その他にも、地域の方々に精神

障がい者への理解を深めてもらう努力をしています。

4月よリクロネコヤマト宅急便の配達希望者が2名あり宅配メイトをはじめました。環境を整え

ることにより当事者も夢と希望が生まれ日標達成に向けて頑張る意欲が出てきます。限りない可能

性を求めて支えていきたいと念願しています。ますは、環境の整備が絶対に必要であり不可欠であ

ると思つています。福祉関係者のご協力ご支援をお願い申し上げます。

手嬌サータ′L『わかめJの活動

手話サークル「わかめ」

岡 徹郎

手話サークル「わかめ」は昭和49年 6月、

手話講座の受講生が、手話は聴覚障害者との交

流の中で学びたいとの思いから立ち上げまし

た。最初は12人位の少人数でしたが、聴覚障

害者と健聴者がお互いを尊重しあいながら今

日まで続いてきました。

県で開かれる「手話まつり」には、おでん、

うどんの販売など、全員が楽しみながら参力0し

ています。また、徳島県聴覚障害者福祉協会と

連携し、全国の情報をお互いに共有していま

す。

…
手話落語や手話コーラスもしながら笑いの

絶えないサークルです。どなたでも是非ご参加

してください。お待ちしています。
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: 場 所 嗚門市身体障害者会館

…



平成22年度社会福祉助成事業の公募

◇助成事業

【事業助成】

ボランティアグループ等が在宅高齢者または

在宅障害者等のために福祉活動や文化活動を

行うために必要な費用または機器、機材、備品

等を整備する費用について助成する。

◇助成金額

1件 20～50万円

◇助成対象

地域福祉活動を目的とするボランティアグル

ープおよび NPO(法人格の有無は不間)

【研究助成】

(平成23年 12月末までに完了するもの)

老人保健、老人医療、生活習慣病または

高齢者福祉に関する研究・調査への助成

◇助成金額

1件 30万～70万円

◇助成対象

非営利の民間団体等および個人

◇申込締切り日

平成22年 6月末日 (必着)

◇間合せ先
/AN益

財団法人 太陽生命厚生財団

803-3272-6268

平成22年度社会福祉助成金

◇助成対象

【事業助成】

法人施設、団体であること。ただし、

法人格をもたないものであつても、特

に助成することにより効果が期待でき

る場合は対象とする。個人は除<。

【研究助成】

法人施設、団体または研究グループ

◇助成対象案件

・社会福祉の向上を目的とした企画であ

ること

・当該案件が公の援助を受けていないこ

と

・明確な企画 (目的、内容、資金使途等)

であること

・先駆的、開拓的事業を優先する

◇助成期間

単年度事業とする

◇助成金額

1件当たり80万円を限度

◇申込締切日

平成22年 7月末日 (消印有効)

◇間合せ先

財団法人松翁会 事務局 助成係

■03-3201-3225
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ポランティア募集

「みんなの手喜来輸」は「未来の子どもを守るかい」を母体にし、心豊かに育ちあい、人とふれあい
を蜜にし、生活文化の向上を図り、子どもたち 0高齢者・障害者・健常者一人ひとりが、生かされ
る、共助・共生・共働の地域を創造しています。
活動の一つとして、T人暮らしや高齢者世帯などで、食事作りが困戴なお年寄り及び、病後、産後の方にも、温かい、家庭的なお弁当を毎週金曜日・第4土曜日に昼食をお届けしています.最近「配達地域を広げて欲しい」「配達日を増やして欲しい」|の要零があり、現在のポランテイア人数では応えかねます。そこで、多<の方にお力を貸して欲し<、 下記を募っています。


